
研 究 業 績 リ ス ト

（２００７年１０月１日～２００８年９月３０日）

人間基礎科学講座

教 授：ハワード・N・ターノフ，舘山 碧

森田 勲

准教授：薄井 明，小澤 次郎

講 師：櫻井 潤，鎌田 禎子

� 著 書

１）薄井 明編：『社会福祉士精神保健福祉士国家試験

［完全対策］必修事項と範例問題２００９』，株式会社み

らい，２００８，７．

２）小澤次郎：「おばさん」，「おふく」，「思い違い」，

「女下駄」，「帰ってきた女」，「禍福」，志村有弘編，

『藤沢周平事典』，勉誠出版，８１－８２，８２－８３，８６－

８７，８９－９０，９１－９２，１０４－１０５，２００７，１２，１０．

３）小澤次郎：「阿部保」，「小原眞紀子」，「北海道の詩

史」，「湯浅半月」，「横瀬夜雨」，安藤元雄・大岡

信・中村 稔監修，『現代詩大事典』，三省堂，２２，

１３２，５９９－６００，６９０，６９３－６９４，２００８，２，１５．

４）小澤次郎：小説集「鮎吉・船吉・春吉」，同「泥雀

の歌」，小説「鮎吉・船吉・春吉」，同「泥雀の

歌」，人物「滝井孝作」，同「多田不二」，葉山修平

監修，『室生犀星事典』，鼎書房，１１３－１１４，１１４，

２３１－２３２，２３３－２３４，４１１－４１２，４１４－４１５，２００８，

７，３０．

５）鎌田禎子：「愚か者の物語――エドガー・アラン・

ポーの『タール博士とフェザー教授の療法』」，長尾

輝彦編著，『文学研究は何のため――英米文学試論

集』，北海道大学出版会，２０５－２２２，２００８，３．

６）櫻井 潤：「医療保険」，渋谷博史・根岸毅宏・木下

武徳編著，『社会保障と地域』，学文社，６０－

８５，２００８，４．

７）櫻井 潤：「介護保険」，渋谷博史・根岸毅宏・木下

武徳編著，『社会保障と地域』，学文社，８６－

１１０，２００８，４．

� 原著論文

１）森田 勲，須田 力，山口明彦：「高齢者の除雪能

力に対する筋力トレーニングの効果」，北海道医療

大学看護福祉学部紀要，４９－５６，２００７，１２．

２）須田 力，森田 勲他：「成人男子の人力除雪時の

筋 活 動 」， 北 方 圏 福 祉 研 究 所 年 報 ，４３－

５１，２００７，１２．

３）Y. Tanaka, A. Yamaguchi, T. Fujikawa, K. Sakuma, I.

Morita, K. Ishii：Expression of mRNA for specific fi-

broblast grown factors associates with that of the myo-

genic markers MyoD and proliferating cell nuclear anti-

gen inregenerating and overloaded rat plantaris muscle,

Acta Physiol 2008, 194, 149−159.

� その他論文

１）薄井 明：「『隣接ペア』再考」，北海道医療大学看

護福祉学部紀要第１４号，７５－８２，２００７，１２．

２）鎌田禎子：“Address to the Graduating Class, Pine

Manor Junior College,” Mayday, “On Fear：The South

in Labor,” Visual Arts，日本ウィリアム・フォーク

ナー協会編，『フォークナー事典』，松柏社，

８，３８９，４４８，６２４－２６，２００８，１．

３）櫻井 潤：「アメリカの公的医療保険システムの再

編とマネジドケア：信託基金の財政再建策とのかか

わりを中心に」，財団法人かんぽ財団平成１９年度調

査研究助成調査研究報告書，２００８，６．

４）舘山 碧：植物の学名，英名，和名（１６）（Chryso-

balanus−Clitoria），北海道医療大学人間基礎科学論

集，３３，A３３－A５６，２００７，１１．

５）舘山 碧：植物の学名，英名，和名（１７）（Clivia−

Cornus），北海道医療大学人間基礎科学論集，３３，A

５７－A７９，２００７，１１．

６）Tarnoff, Howard N. : Essay Monogram Series, Com-

parative Issues of North America and Japan, Hoppoken

Quarterly Journal, Autumn Issue, 141, 64−65, 2007, 10.

７）Tarnoff, Howard N. : Essay Monogram Series, Com-

parative Issues of North America and Japan, Hoppoken

Quarterly Journal, Winter Issue, 142, 58−59, 2008, 1.

８）Tarnoff, Howard N. : Essay Monogram Series, Com-

parative Issues of North America and Japan, Hoppoken

Quarterly Journal, Spring Issue, 143, 54−55, 2008, 4.

９）Tarnoff, Howard N. : Essay Monogram Series, Com-

parative Issues of North America and Japan, Hoppoken

Quarterly Journal, Summer Issue, 144, 50−51, 2008, 7.

� 学会発表

１）河野 奨，居弥口大介，舘山 碧，豊田栄子：「グ

アニジノ基を有するシッフ塩基銅（Ⅱ）錯体とウシ
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トリプシンとの複合体の結晶構造解析」，日本薬学

会第１２８年会，２００８．３．

２）Susumu Kawano, Daisuke Iyaguchi, Midori Tateyama,

Eiko Toyota：Crystallo − graphic Analyses of Com-

plexes of Bovin e Trypsin and Schiff Base Metal

Chelate，第２１回国際結晶学連合会議，２００８，８．

� 講 演

１）櫻井 潤：「日本の医療保険制度と医療保険財政」，

東京大学大学院経済学研究科「グローバリゼーショ

ンと福祉国家」，２００７．１１．２６．

２）櫻井 潤：「日本の介護保険制度と介護保険財政」，

東京大学大学院経済学研究科「グローバリゼーショ

ンと福祉国家」，２００７．１２．３．

３）櫻井 潤：「日本の医療保険財政と地域：２０世紀型

から２１世紀型へ」，東京大学法学部「財政

学」，２００８．６．１６．

４）櫻井 潤：「日本の介護保険財政と地域：２０世紀型

から２１世紀型へ」，東京大学法学部「財政

学」，２００８．６．１６．

５）森田 勲：「石狩市筋力アップ教室基調講演」，石狩

市，２００７，１１．

６）森田 勲：「冬に備えた体力づくり」，池田

町，２００７，１１．

７）森田 勲：「雪を利用した雪国ならではの健康づく

り」，江別市，２００７，１１．

８）森田 勲：「北国の暮らしと健康づくり」，札幌

市，２００７，１１．

� 社会活動

１）森田 勲：「石狩市筋力アップ教室（１）～（１２）」，

石狩市，２００６，１１～２００７，２．

臨床福祉学科

教 授：石川 秀也，椎谷 淳二，志渡 晃一

白石 淳，鈴木 幸雄，中川 賀嗣

向谷地生良，横井 寿之

准教授：大友 芳恵，近藤 里美，佐々木明員

志水 幸，長谷川 聡，花澤 佳代

横山登志子

講 師：志水 朱，丹野 和子

助 教：伊藤新一郎，高橋 由紀

� 著 書

１）志水 幸：人権と社会正義を支える．川廷宗之ほか

編：社会福祉をはじめて学ぶあなたへ－社会福祉入

門．ヘルスシステム研究所，１４３－１５５．２００８年３

月．

２）志水 幸（編集委員）・福祉小六法編集委員会編：

福祉小六法２００８年版．�みらい，２００８年４月．
３）志水 幸（編集委員）・保育福祉小六法編集委員会

編：福祉小六法２００８年版．�みらい，２００８年４月．
４）志水 幸：「人間と社会」領域の教育方法．川廷宗

之編：介護教育方法論．弘文堂，２００８年４月．４９－

５４頁．

５）志水 幸監修：社会福祉士・精神保健福祉士国家試

験対策でる人予想厳選７０．日総研出版，２００８年７

月．

６）志水 幸監修：社会福祉士・精神保健福祉士国家試

［完全対策］必修事項と範例問題２００９【関連４科目

編】．�みらい，２００８年７月．
７）志水 幸監修：社会福祉士・精神保健福祉士国家試

［完全対策］必修事項と範例問題２００９【基礎４科目

編】．�みらい，２００８年７月．
８）志水 幸監修：社会福祉士・精神保健福祉士国家試

［完全対策］必修事項と範例問題２００９【専門５科目

編】．�みらい，２００８年７月．
９）志水 朱：パールマン、アダムス、ロス、ウェーバ

ー、シーボーム、ビネー、石井十次、バージェス、

マッキーバー、横山源之助、リースマン、ロスマ

ン．志水 幸監修：社会福祉士・精神保健福祉士国

家試験対策でる人予想厳選７０．日総研出版，２００８年

７月．

１０）中川賀嗣（共著）：触覚失認とその周辺．よくわか

る失語症セラピーと認知リハビリテーション．鹿島

晴雄，大東祥孝．種村 純編．永井書店，p４１５－

２４，２００８．

１１）向谷地生良：精神保健福祉白書（２００８年）共著．精

神保健福祉白書編集委員会 中央法２００７．

１２）向谷地生良：“当事者の力”に支えられる精神医療

－浦河べてるの家を中心とした精神保健福祉の取り

組みから－．現代のエスプリno４８７外来精神医療シ

リーズ２．p．１３２－４４，２００８．

１３）向谷地生良：ケア・その思想と実践「ケアという思

想」共著、編集：上野千鶴子、大熊由紀子、神野直

彦、大沢真理、福田義也編 向谷地生良他１４名、担

当部分「逆転の発想」べてるの家の実践を“問題を

活かす支援”の面から論じる．p．１０７－２４，岩波書

店，２００８．

１４）向谷地生良：べてるな人々‐その１べてるの家の

日々の出来事をソーシャルワーカーの視点から切り

取り綴ったエッセー集，麦出版社，２００８．
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１５）横山登志子：ソーシャルワーク感覚．弘文

堂，２００８．

� 論 文

１）大月和彦、島谷綾郁、前田兼志、北條友子、村山く

み、志水 幸：島嶼地域住民の楽観性の関連要因に

関する研究．生活科学研究第３０集．２００８年３月．１

－１０頁．

２）志水 幸、宮本雅央、北條友子、前田兼志、嘉村

藍、大月和彦：粟島地域住の医療受診行動とライフ

スタイルとの関連．生活科学研究第３０集．２００８年３

月．１１－２４頁．

３）宮本雅央、志水 幸、早川 明、古川 奨、山下匡

将、小関久恵、嘉村 藍、村山くみ、大月和彦：島

嶼地域住民の健診受診及び通院行動とライフスタイ

ルとの関連．北海道公衆衛生学雑誌第２１巻第２

号．２００８年３月．９８－１０８頁．

４）石川智久、中川賀嗣、小森憲治郎、池田 学、田辺

敬貴：右側優位の側頭葉萎縮をともなった相貌認知

障害の一症例．高次脳機能障害学．高次脳機能研

究．２８：１－１０，２００８．

５）高杉 潤、揚戸 薫、沼田憲治、村山尊司、中川賀

嗣：運動無視の下肢機能―右被殻出血の１例―．神

経心理学．２４：７０－７５，２００８．

６）中川賀嗣：失行とは何か（失行の現況）．失行．高

次脳機能障害各論．高次脳機能障害のすべて．神経

内科．６８［suppl．５］：２７９－２８８，２００８．

７）中川賀嗣：概念失行、使用失行、パントマイム失行

などー新たな可能性ー．失行．高次脳機能障害各

論．高次脳機能障害のすべて．神経内科．６８

［suppl．５］：３０１－３０８，２００８．

８）中川賀嗣：運動無視．無視症候群・視空間性障害．

高次脳機能障害各論．高次脳機能障害のすべて．神

経内科．６８［suppl．５］：４３２－４３８，２００８．

９）中川賀嗣：失行について－使用失行の見かた、捉え

方－．認知神経科学．１０：７７－８７．

１０）横山登志子：社会福祉実習の事例研究における関係

３者の課題－実習指導職員・担当教員・実習学生の

振り返りから－，北海道医療大学看護福祉学部紀

要，第１４号，８９－９７，２００７．

�そのほかの論文
１）山下匡将、村山くみ、宮本雅央、小関久恵、嘉村

藍、竹内夕紀子、古川奨、大月和彦、志水 幸：島

嶼地域高齢者の楽観性に関する研究－山形県酒田市

飛島住民のライフスタイルとの関連．名古屋学院大

学論集（社会科学篇）第４４巻第２号．２００７年１０

月．２３９－２５０頁．

２）志水 朱・志水 幸：福祉分野の歴史編［第５回］

日本の社会福祉の歴史①－戦前の救貧制度と民間慈

善・博愛事業の形成．介護人材ぷらす１１・１２月号．

日本総合研究所．２００７年１１月．１１４－１１５頁．

３）志渡晃一、志水 幸、蒲原 龍、宮本雅央、早川

明、島谷綾郁、古川 奨：新入学生の対人関係の基

本的構えと精神的・身体的自覚症状に関する研究．

北海道医療大学看護福祉学部紀要第１４号．２００７年１２

月．１１－１７頁．

４）志水 幸、早川 明、青山卓広、宮本雅央、山下匡

将、小関久恵、竹内夕紀子、古川 奨、島谷綾郁、

嘉村藍：島嶼地域高齢者の楽観性の関連要因に関す

る研究．北海道医療大学看護福祉学部紀要第１４

号．２００７年１２月．１９－２６頁．

５）志水 幸、志渡晃一、島谷綾郁、早川 明、蒲原

龍、宮本雅央、山下匡将、竹内夕紀子、古川 奨、

倉橋昌司：本学新入生のライフスタイルと健康感に

関する研究（第７報）．北海道医療大学看護福祉学

部紀要第１４号．２００７年１２月．２７－３５頁．

６）志水 朱、志水 幸：福祉分野の歴史編［第６回］

日本の社会福祉の歴史②－戦後社会福祉から現代社

会福祉への転換．介護人材ぷらす１・２月号．日本

総合研究所．２００８年１月．１１４－１１５頁．

７）山下匡将、村山くみ、宮本雅央、小関久恵、嘉村

藍、竹内夕紀子、古川 奨、大月和彦、志水 幸：

島嶼地域住民の主観的健康感に関する研究－山形県

酒田市飛島住民のライフスタイルとの関連．名古屋

学院大学論集（社会科学篇）第４４巻第３号．２００８年

１月．９５－１０９頁．

８）村山くみ、嘉村 藍、大月和彦、志水 幸：中高年

者の生活状況と主観的健康感の関連について．松本

短期大学研究紀要第１７号．２００８年３月．５７－６７頁．

９）峯岸（竹内）夕紀子、坂手譲治、志水 幸、志渡晃

一：本学新入学生における健康感とライフスタイル

について．函館短期大学紀要第３４号．２００８年３月．１

－８頁．

� 学会発表

１）島谷綾郁、早川 明、山下匡将、宮本雅央、小関久

恵、嘉村藍、村山くみ、志水 幸：島嶼地域住民の

楽観性の関連要因に関する研究．第６６回日本公衆衛

生学会．２００７年１０月．

２）小関久恵、嘉村 藍、村山くみ、早川 明、島谷綾

郁、山下匡将、宮本雅央、志水 幸：飛島高齢者の

主観的健康感の関連要因に関する研究．第６６回日本

公衆衛生学会．２００７年１０月．
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３）村山くみ、嘉村 藍、小関久恵、宮本雅央、山下匡

将、早川 明、島谷綾郁、志水 幸：粟島高齢者の

主観的健康感の関連要因に関する研究．第６６回日本

公衆衛生学会．２００７年１０月．

４）嘉村 藍、村山くみ、島谷綾郁、山下匡将、宮本雅

央、早川 明、小関久恵、志水 幸：島嶼地域住民

の健康診断及び医療受診に関連する要因の検討．第

６６回日本公衆衛生学会．２００７年１０月．

５）山下匡将、小関久恵、嘉村 藍、村山くみ、鈴木敏

彦、伊藤優子、宮嶋 淳、大月和彦、坪井 真、杉

山克己、志水 幸、川廷宗之：社会福祉士養成４年

制大学の新入生の学習方法習熟度に関する研究．日

本社会福祉教育学会第３回大会．２００７年１１月．

６）杉山克己、伊藤優子、大月和彦、嘉村 藍、川廷宗

之、小関久恵、志水 幸、鈴木敏彦、坪井 真、宮

嶋淳、村山くみ、山下匡将：社会福祉専門教育を見

据えた初年次導入教育の検討．日本社会福祉教育学

会第３回大会．２００７年１１月．

７）坪井 真、伊藤優子、大月和彦、嘉村 藍、川廷宗

之、小関久恵、志水 幸、杉山克己、鈴木敏彦、宮

嶋淳、村山くみ、山下匡将：社会福祉専門職養成に

おける初年次教育の枠組み－『ソーシャルワーク教

育および養成のためのグローバル基準』分析をとお

して．日本社会福祉教育学会第３回大会．２００７年１１

月．

８）Tonomura Y, Saito K, Kiriyama T, Kataoka H, Otsuki

M, Nakagawa Y, Ueno S : Brain imaging of progres-

sive nonfluent aphasia. 2008.01.30. Honolulu.

９）向谷地生良：「認知行動療法と当事者研究」NO３日

本心理学会第７２回大会発表ワークショップ，洗足ス

トレスコーピングオフィス伊藤絵美氏，東京大学石

垣琢磨氏との共同企画で，当事者研究を認知行動療

法の視点からその意義と可能性を検討する．２００８

（７月）．

１０）向谷地生良：「発達実践において「かかわること

（caring）」の意味を問う」立教大学・石黒広昭氏，

北海道大学・田中康雄氏との共同発表，発達障害を

持つ人達のケアにおける専門家の立ち位置やかかわ

りの意味を考える．日本心理学会第７２回大会発表

ワークショップ，２００８（７月）．

� 講 演

１）志水 幸：専門職養成教育における初年次教育の課

題．２００７年度全国社会福祉教育セミナー第一分科

会．２００７年１１月．

２）志水 幸：大学教育における社会福祉専門職養成教

育の課題．第３０回大学教育学会ラウンド．テーブル

Ⅹ．２００８年６月．

３）志水 幸：日本社会福祉教育学会の現状と課題－学

会設立の経緯・組織状況・課題を中心に．社会福祉

系学会連合２００８年第１回シンポジウム．２００８年７

月．

４）志水 幸：社会福祉行政論．社会福祉主事資格認定

講習会．北海道社会福祉協議会．２００８年７月．

５）志水 朱：平成１９年度介護教員講習会（A型）．�
日本介護福祉士養成施設協会北海道支部・北海道介

護福祉士養成施設協会．２００８年１月．

６）中川賀嗣：北海道社会福祉協議会 胆振地

区．２００７．１１．５伊達

７）中川賀嗣：北海道医療大学言語聴覚セミナー．

２００７．１１．札幌

８）中川賀嗣：第１回DFサポーター研究会．２００７．１１．

札幌

９）中川賀嗣：第２回 DFサポーター研究会．

２００７．８．０４．札幌

１０）Mika Otsuki, Yoshitsugu Nakagawa, Akihiko Ogata,

Hideki Houzen, Tetsutaro Ozawa, Ikuko Takahashi,

Ken Sakushima, Ichiro Yabe, Masatoyo Nishizawa,

Hidenao Sasaki : Slowly Progressive Foix− Chavany−

Marie Syndrome.18th Meetings of the European Neuro-

logical Society. 07. 06. 2008−11. 06. 08, Nice

１１）向谷地生良：地域共生ホーム全国セミナーin富山，

講演「三度の飯よりミーティング？幻聴・妄想を抱

えながら地域で暮らすまで？」主催：地域共生ホー

ム全国セミナー」 inとやま実行委員会，２００７

（１０）．

１２）横山登志子：社会福祉援助技術，札幌市子ども家庭

福祉担当職員研修，２００８（７月）．

� 社会的活動

１）志水 幸：大学教育学会幹事

２）丹野和子：介護概論、高齢者・障害者の心理，地域

ボランティアレベルアップ研修会２００８（２月）．

３）丹野和子：介護福祉士国家試験実地試験委員 財団

法人社会福祉振興・試験センター２００８（３月）．

４）丹野和子：相談活動の基本，地域福祉研修；福祉の

まち推進センター研修 ２００８年（７月）．丹野和

子：介護概論、高齢者・障害者の心理，地域ボラン

ティアレベルアップ研修会２００８（７月）．

５）向谷地生良：

北海道精神保健福祉審議会委員

介護保険等不服申し立て審査会委員

北海道地域生活支援センター権利擁護事業審査委員

当別町障害者福祉計画策定委員長
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当別町障害者自立支援法審査会委員

６）横山登志子：面接技法のスキルアップ，北海道医療

ソーシャルワーカー協会札幌中央D支部研修

会，２００７（１月）．

７）横山登志子：面接技法（マイクロカウンセリン

グ），北海道医療ソーシャルワーカー協会札幌中央

A支部４～６年目グループ研修，２００７（７月）～

２００８（３月）全５回．

８）横山登志子：ソリューション・フォーカス・アプロ

ーチ初級編，北海道医療ソーシャルワーカー協会札

幌中央D支部研修，２００８（２月）．

看 護 学 科

生命基礎科学講座

教 授：倉橋 昌司，小林 正伸，佐々木重幸，

西 基

� 著 書

１）高橋茂樹，豊澤隆弘，西 基：STEP公衆衛生第

１０版，海馬書房，２００７年１０月

２）三宅浩次，西 基：北海道における主要死因の概

要，２００８年３月，北海道健康づくり財団

３）西 基：ノーマライゼーション，丸善，２００８年３

月，６８０‐６８１，応用倫理学事典

４）西 基，久繁哲徳：保健医療福祉の統合，丸

善，２００８年３月，６７６‐６７７，応用倫理学事典

５）久繁哲徳，西 基：障害者の権利，丸善，２００８年３

月，６７８‐６７９，応用倫理学事典

６）西 基，豊澤隆弘：保健師国家試験のためのスキ

ルアップ・ブック２００９年版，海馬書房，２００８年６月

� 論 文

１）倉橋昌司：唾液分泌を促す口腔ケアの定量的評価

―ガムおよび食品咀嚼との比較―，北海道医療大学

看護福祉学部学会誌，４，８１‐８３，２００８，３．

２）Darmanin S, Chen J, Zhao S, Cui H, Shirkoohi R,

Kubo N, Kuge Y, Tamaki N, Nakagawa K, Hamada J,

Moriuti T, Kobayashi M. : All−trans retinoic acid en-

hances murine dendritic cell migration to draining

lymph nodes viathe balance of matrix metalloprotein-

ases and their inhibitors. J of Immunol. 179 : 4616−

4625, 2007.

３）Tanaka J, Sugita J, Kato N, Tobai T, Ibata M, Shono

Y, Ota S, Kondo T, Kobayashi T, Kobayashi M, Asaka

M, and Imamura M. : Expansion of natural killer cell

receptor (CD94/NKG2A)−expressing cytolytic CD8 T

cells and CD4+CD25+regulatory T cells from the sama

cord blood unit. Exp. Hematol., 35 : 1562−1566, 2007.

４）Akihito Watanabe, Masanobu Taniguchi, Hitoshi Tsu-

jie, Masao Hosokawa, Masahiro Fujita, Shigeyuki

Sasaki : The value of narrow band imaging endoscope

for early head and neck cancers. Otolaryngology− Head

and Neck Surgery 138 : 446−451, 2008

５）Junichiro Takahashi, Yutaka Wakamatsu, Jun Okude,

Toshihiro Gohda, Youichi Sanefuji, Shigeyuki Sasaki*,

Yoshiro Matsui：Idiopathic retroperitoneal fibrosis in a

patient suspected of impending rupture of the abdomi-

nal aortic aneurysm. Annals of Thoracic and Cardiovas-

cular Surgery 14(1) : 55−59, 2008 Feb

６）Yoshiro Matsui, Shigeyuki Sasaki：Left ventricular re-

construction for severely dilated heart. Annals of Tho-

racic and Cardiovascular Surgery 14� : 66−74, 200８

April

７）Junichiro Takahashi, Yutaka Wakamatsu, Jun Okude,

Toshihiro Gohda, Youichi Sanefuji, Shigeyuki Sasaki*,

Yoshiro Matsui : Septal myectomy, papillary muscles

resection and mitral valve replacement for hypertrophic

obsutructive cardiomyopathy : A case report. Annals of

Thoracic and Cardiovascular Surgery 14(4) : 258−262,

2008 August

８）Junichiro Takahashi, Yutaka Wakamatsu, Jun Okude,

Tsuyoshi Kanaoka, Toshihiro Gohda, Youichi Sanefuji,

Shigeyuki Sasaki*, Yoshiro Matsui : Maximum aortic

diameter as a simple predictor of acute type B aortic

dissection. Annals of Thoracic and Cardiovascular Sur-

gery(in press)

９）西 基，ダニエル・サジェ，リカルド・ハウプ

ト：日本・フランス・イタリアの神経芽腫死亡率の

変化．日本マス・スクリーニング学会誌，１７：３７‐

４１；２００７

１０）志渡晃一，蒲原 龍，西 基，三宅浩次：北海道

の女性労働者における抑うつの因子構造に関する研

究．北海道医療大学看護福祉学部紀要，１４：８３‐

８７；２００７

１１）西 基，三宅浩次：無職世帯における乳児死亡・

周産期死亡・死産．厚生の指標，５４：３４‐３８；２００７

１２）西 基，三宅浩次：メンタルヘルスに関する産業

医の意識．北海道医報，７：１０‐１１；２００８

１３）西 基，三宅浩次：朝食摂取と勤労者のメンタル

ヘルス．北海道医療大学看護福祉学部学会雑
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誌，４：７９‐８０；２００８

１４）Nishi M : Mass screening for neuroblastoma and its

mortality in Japan. Advances in Neuroblastoma Re-

search, 21−24 ; 2008.

１５）西 基：肥満と生活リズム．チャイルドヘル

ス，１１：９７‐１００；２００８

１６）西 基：死亡率とreproductionの観点からみたマ

ススクリーニングのあり方．小児外科 ４０：１０３９‐

１０４２：２００８

１７）花井潤師，田上泰子，阿部敦子，太田 優，福士

勝，矢野公一，藤田晃三，西 基，長 祐子，飯

塚 進，内藤春彦：１８か月マススクリーニングの現

状（札幌市）小児外科４０：１０３９‐１０４２：２００８

� その他の論文

１）志水 幸，志渡晃一，島谷綾郁，早川 明，蒲原

龍，宮本雅央，山下匡将，竹内夕紀子，古川 奨，

倉橋昌司：本学新入生におけるライフスタイルと健

康感に関する研究（第７報），北海道医療大学看護

福祉学部紀要，１４，２７‐３５，２００７，１２．

２）西 基：次世代生産の視点から見た神経芽腫マス

・スクリーニング．厚生労働省科学研究補助金登録

症例に基づく神経芽腫マス・スクリーニング効果判

定 平成１６‐１８年度 総合研究報告書 １４３‐１４５；

２００７

３）花井潤師，福士 勝，藤田晃三，西 基：札幌市

における神経芽腫スクリーニング．厚生労働省科学

研究補助金登録症例に基づく神経芽腫マス・スクリ

ーニング効果判定 平成１６‐１８年度 総合研究報告

書１３９‐１４１；２００７

４）西 基：２００７年度札幌市立小中学校における栄養

・生活習慣調査報告，平成１９年度牛乳栄養学術研究

会委託研究報告書，日本酪農乳業協会，１‐１６；

２００８

� 学会発表

１）西 基：神経芽腫マス・スクリーニング中止後の

副腎の悪性新生物死亡率の上昇．日本マス・スクリ

ーニング学会第３５回学術集会２００８年８月３０日 松江

市

２）西 基：日本とフランスにおける出生コホート別

の神経芽腫死亡率の比較．日本小児がん学会第２３回

学術集会２００７年１２月１６日 仙台市

３）Nishi M : Mass screening for Neuroblastoma and its

mortality in Japan. Advances in Neuroblastoma Re-

search 2008. Chiba May 23, 2008

� 講 演

１）西 基：JICA研修員 新生児マス・スクリーニン

グコース「医療経済学」２００８年２月５日 札幌市衛

生研究所

２）西 基：札幌市消防局 放火対策講演会「社会病理

としての放火」 ２００８年６月１０日 札幌市消防局

３）西 基：札幌市教育委員会 栄養教諭研修会「統計

処理」２００８年８月８日 ちえりあ

� 社会的活動

１）西 基：北海道健康づくり財団アカデミア専門部会

委員

２）西 基：鹿追町「いきいき健康計画２１inしかおい」

専門委員

３）西 基：札幌市マス・スクリーニング事業連絡会議

委員

４）西 基：当別町特別支援教育推進サポート組織委員

５）西 基：北海道 道民の健康づくり推進委員会委員

６）西 基：厚生労働省 診療行為に関連した死亡の調

査分析モデル事業評価委員会 委員

７）西 基：日本小児保健学会評議員

８）西 基：北海道公衆衛生学会編集委員

実践基礎看護学講座

教 授：花岡眞佐子，平 典子

講 師：伊藤祐紀子

助 教：明野 伸次，中島 幸子

� 著 書

１）大橋優美子他監修，花岡真佐子他編：看護学学習辞

典（第３版），学習研究社，２００８，３．

� 論 文

１）明野伸次，平 典子，鹿内あずさ，伊藤祐紀子，花

岡真佐子：看護技術における行為の構造化（第５

報）－リネンチェンジにおける身体性、順序性の特

徴－，北海道医療大学看護福祉学部学会，４

（１），９１‐９７，２００８．

２）鹿内あずさ，平 典子，明野伸次，伊藤祐紀子，花

岡眞佐子：看護技術における行為の構造化（第６

報）－シャンプーにおける身体性、順序性の特徴

－，北海道医療大学看護福祉学部学会誌，４

（１），９９‐１０４，２００８．
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� その他の論文

１）伊藤祐紀子：患者看護師間の相互作用に見出される

看護師の身体に関する研究～看護師が患者への気が

かりをもとにかかわりながら看護行為していくプロ

セスの探究～，平成１９年度日本私立看護系大学協会

年報，日本私立看護系大学協会，９１‐９２，２００８，６．

� 学会発表

１）花岡真佐子他：排泄ケア専門員養成セミナーの教育

評価，第２１回 日本老年泌尿器科学学会，北九州

市，２００８，５．

２）花岡真佐子：「看護実践の概要を知る」授業プラン

の検討－グループ学習の効果に焦点をあてて－，北

海道医療大学看護福祉学部学会 第５回学術大会，

札幌市，２００８，９．

３）平 典子，鳴井ひろみ，本間ともみ：プレゼンスが

生じる要因とその成果－緩和ケアでの家族の体験か

ら，日本がん看護学会，名古屋市，２００８，２．

４）明野伸次，平 典子，鹿内あずさ，伊藤祐紀子，花

岡真佐子：看護技術における行為の構造化（第５

報）－リネンチェンジにおける身体性，順序性の特

徴－，第２７回 日本看護科学学会学術集会，東京

都，２００７，１２．

５）鹿内あずさ，平 典子，明野伸次，伊藤祐紀子，花

岡眞佐子：看護技術における行為の構造化（第６

報）－シャンプーにおける身体性，順序性の特徴

－，第２７回看護科学学会学術集会，東京都，

２００７，１２．

� 講 演

１）花岡真佐子：V．ヘンダーソン看護理論とゴードン

の看護診断アセスメントの枠組み，旭川厚生病院看

護部研修，旭川市，２００７，１２．

� 社会活動

１）平 典子：「事例を研究的視点でまとめるとは」北

海道大学病院看護部３年目研修，札幌市，２００８，８．

２）平 典子：有料老人ホーム公楽苑職員研修「終末期

における家族ケア」講師，当別町，２００８，２．

３）伊藤祐紀子：患者看護師間の相互作用に見出される

看護師の身体に関する研究～看護師が患者への気が

かりをもとにかかわりながら看護行為していくプロ

セスの探究～，日本私立看護系大学協会研究セミナ

ー 平成１７年度若手研究者研究助成 研究成果発表

会，東京都，２００８，８．

４）明野伸次：有料老人ホーム公楽苑職員研修「実践介

護－ヒヤリハットの研究」講師，当別町，２００７，１０．

地域保健看護学講座

（老年看護学）

� 著 書

１）井出 訓：第１編２休息，第１編６コミュニケーシ

ョン，第２編第２部３５感覚・知覚障害，山田律子・

井出訓（編集）：生活機能からみた老年看護過程，医

学書院，Pp９‐１６，４２‐４９，４１８‐４２６，２００８．

２）井出 訓：ケアの根拠，道又元裕（監修）：日本看護

協会出版会，Pp１２５‐１２６，２００８．

３）井出 訓：認知症ケア標準テキスト認知症ケアの実

際II－各論第１章III，ワールドプランニング，Pp７９

‐９６，２００７．

４）井出 訓（共訳）・阿保順子（監訳）：アルツハイマー

のための新しいケア，Joanne Koening Coste：Learn-

ing to Speak Alzheimer’s,Graybill & English LLC，信

誠書房，２００７．

５）山田律子：第１編３食事，第２編第２部２７摂食・嚥

下障害，山田律子・井出訓（編集）：生活機能からみ

た老年看護過程，医学書院， Pp１７‐２５，３２２‐

３３７，２００８．

６）山田律子：２．栄養管理，石垣和子・金川克子（監

修）：高齢者訪問看護の質指標－ベストプラクティス

を目指して，日本看護協会出版，Pp１４‐２９，２００８．

７）山田律子：Ⅱ－２認知症をもつ人の摂食・嚥下に関

するアセスメント，Ⅲ－３高齢者施設でのケースマ

ネジメント計画，鎌倉やよい，向井美恵（編集）：

訪問看護にける摂食・嚥下リハビリテーション－退

院から在宅まで，医歯薬出版，Pp．２５‐３０，８２‐

８９，２００７．

８）萩野悦子：第１編１活動，第２編第１部９パーキン

ソン病，第２編第１部１０脊髄小脳変性症，第２編第

１部１９老人性皮膚瘙痒症，第２編第１部２０褥瘡，第
２編第１部２１白癬，第２編第２部３２睡眠障害，山田

律子，井出 訓（編集），生活機能からみた老年看

護過程，医学書院， Pp２‐８，１００‐１０８，１１３‐

１２１，２３４‐２３９，２４５‐２５３，２５７‐２６１，３８２‐３９２，２００８．

９）内ヶ島伸也：第１編５身じたく，第２編第１部１７前

立腺肥大症，第２編第１部１８神経因性膀胱，第２編

第１部２６尿路感染症，山田律子・井出 訓（編

集）：生活機能からみた老年看護過程，医学書院，

Pp３３‐４１，３３‐４１，２１１‐２１７，２２２‐２２９，３１２‐３１９，２００８．
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� 論 文

１）山本則子，岡本有子，辻村真由子，金川克子，正木

治恵，鈴木みずえ，山田律子，鈴木育子，永野みど

り，岡田 忍，本田彰子，赤沼智子，根本敬子，深

田順子，石垣和子：高齢者訪問看護の質指標開発の

検討：全国の訪問看護ステーションで働く看護師に

よる自己評価，日本看護科学学会誌，２８（２），３７‐

４５，２００８．

２）萩野悦子，山田律子，常田いづみ，井出 訓：認知

症高齢者の自発性を引き出す集団音楽療法における

介入スキル，北海道医療大学看護福祉学部学会

誌，４（１），１７‐２７，２００８．

� その他論文

１）井出 訓：アルツハイマー病のリスク要因と予防的

介入の可能性，EBナーシング，８（２），６２‐

７０，２００８．

２）山田律子：認知症の人の生活環境を整える，看護技

術，５３（１２），３５‐３８，２００７．

３）山田律子：認知症の人の日常生活における困難とケ

アのポイント①：食事のケア，看護技術，５３

（１２），３９‐４５，２００７．

４）萩野悦子：認知症の人の日常生活における困難とケ

アのポイント④睡眠のケア，看護技術，５３

（１２），５７‐６２，２００７．

５）萩野悦子：認知症の人のBPSD（行動・心理症状）

への看護アプローチ⑥睡眠・覚醒障害，看護技

術，５３（１２），９３‐９７，２００７．

６）内ヶ島伸也：認知症の人の日常生活における困難と

ケアのポイント②清潔のケア，看護技術，５３

（１２），４６‐５０，２００７．

� 学会発表

１）金城 光，井出 訓，森 伸幸：日本版成人メタ記

憶尺度MIA（The Questionnaire for Metamemory in

Adulthood）短縮版開発のための検討，日本心理学

会第７２回大会，札幌，２００８，９．

２）井出 訓：ケア対象としてのスピリチュアリティ，

シンポジウム：老年学におけるスピリチュアリティ

の意味，第５０回老年社会科学会大会，大阪，

２００８，８．

３）山田律子，萩野悦子，内ヶ島伸也，井出 訓：経管

栄養を受けている認知症高齢者が口から食べる力を

見極めるためのガイドラインの作成，日本看護研究

学会北海道地方会学術集会，札幌，２００８，６．

４）寺下いづみ，山田律子，井出 訓：手術目的で一般

病院に入院する認知症高齢者の状態像変化と看護ケ

アの方向性，第９回日本認知症ケア学会，高

松，２００８，９．

５）萩野悦子，山田律子，常田いづみ，井出 訓：認知

症高齢者の自発性を引き出す集団音楽療法における

介入スキル－音楽療法士の８回のセッションの分析

－，日本認知症ケア学会第８回大会，盛岡，

２００７，１０．

６）内ヶ島伸也，山田律子，井出 訓，大久保幸積：認

知症高齢者の意思決定能力の特徴，日本認知症ケア

学会第８回大会，盛岡，２００７，１０．

� 講 演

１）井出 訓：的確な判断のための思考プロセスの明確

化－高齢者のフィジカルアセスメント－「フィジカ

ルアセスメントから看護ケアへの思考プロセス」，

第１２回日本老年看護学会ワークショップ，神

戸，２００７，１１．

２）山田律子：教育講演「摂食・嚥下」，第９回日本認

知症ケア学会大会，高松，２００８，９．

� 社会的活動

１）山田律子：平成２０年度 当別町介護認定審査会委

員，当別町．

２）山田律子：平成２０年度 当別町障害程度区分認定審

査会委員，当別町．

３）山田律子：平成２０年度 北海道看護協会 高齢者の

看護研修会「高齢者をもつ家族への看護」講師，札

幌，２００８，９．

４）山田律子：平成２０年度 日本看護協会看護研修学校

認知症看護認定看護師講師，東京，２００８，８．

５）山田律子：平成２０年度 医療法人渓仁会西円山病院

看護部研修「看護研究の進め方」講師，札幌，

２００８，６．

６）山田律子：平成２０年度 北海道看護協会高齢者の看

護Ⅱ研修会－高齢者の尊厳と安全を守るために「高

齢者の尊厳とケア」，札幌，２００８，１．

７）山田律子：平成２０年度 北海道看護協会認知症高齢

者ケア研修会「認知症高齢者の看護の基本」，札

幌，２００８，１．

８）萩野悦子：平成２０年度 看護教員養成講習会，「研

究方法」講師，札幌，２００８，５‐６．

９）内ヶ島伸也：平成２０年度 滝川市立病院看護部「看

護研究研修」講師，滝川，２００８，８‐９．

（精神看護学）

教 授：阿保 順子

準教授：佐久間えりか
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講 師：笹木 弘美

助 教：吉野賀寿美，近田真美子

� 著 書

１）阿保順子，粕田孝行編著：境界性人格障害患者の理

解と看護，精神看護出版，２００８年５月．

２）阿保順子著：精神看護という営み，批評社，２００８年

５月．

３）阿保順子監訳：アルツハイマーのための新しいケア

－語られなかった言葉を探して，誠信書房，２００７年

１０月．

� 論 文

１）吉野賀寿美，佐久間えりか，笹木弘美，近田真美

子：社会参加を支える施設での実習を通しての学生

の学び，北海道医療大学紀要，１４，５７‐６４，２００７．

２）吉野賀寿美：患者の回復過程を支える社会復帰援助

プログラムの有効性と無効性の検討，北海道医療大

学看護福祉学部学会誌，４，４３‐５８，２００８．

� その他の論文

１）阿保順子：統合失調症の早期退院後における自我強

化の方法－本質的な生き難さ・生活体験・自我への

フィードバックをキーワードにして－，平成１５年度

～平成１７年度科学研究費補助金研究成果報

告，２００８．

２）阿保順子：統合失調症患者の自我強化のための看護

面接の方法に関する信頼性と妥当性の検討，平成１９

年度科学研究費補助金実績報告書，２００８．

３）吉野賀寿美：外来通院する統合失調症患者に対する

社会吹きプログラム実施の効果，平成１９年度科学研

究費補助金実績報告書，２００８．

４）近田真美子：うつ病回復者の「状況構成」の変化の

特徴，デイケア施設通所者におけるメタ記憶および

自己効力感と抑うつ感の関係，平成１９年度科学研究

費補助金実績報告書，２００８．

５）吉野賀寿美：外来に通院する統合失調症患者に対す

る社会復帰プログラム実施の効果，平成１８年度日本

私立看護系協会研究助成事業「若手研究者研究助

成」研究成果報告書，２００８．

� 学会発表

１）近田真美子：状況構成からみた職場復帰―５度目の

配置転換でうつ病を発症した１症例から―，第５回

日本うつ病学会，２００８．７．福岡．

� 講演会

１）阿保順子：認知症ケアをめぐる問題，精神看護出

版，北海道医療大学看護福祉学研究科術フロンティ

ア推進事業「認知症高齢者のトータルケアに関する

学際的研究」公開シンポジウム．

２）阿保順子：エスノグラフィーの描き方，北海道医療

大学看護福祉学研究科術フロンティア推進事業「認

知症高齢者のトータルケアに関する学際的研究」平

成１９年度研究成果報告会．

３）阿保順子：看護実践と医療人類学の間，日本文化人

類学会シンポジウム．

� 社会的活動

１）阿保順子：NPO法人こころ理事長

２）佐久間えりか：静療院看護部看護研究講師，２００８．

３）佐久間えりか：千歳市民病院看護部看護研究講

師，２００８．

４）佐久間えりか：独立行政法人国立病院機構 北海道

看護研究学会 論文指導，２００８．

５）佐久間えりか：平成１９年度北海道介護予防市町村支

援委員会委員．

６）佐久間えりか：北海道産業衛生学会北海道地方会看

護部会「産業看護講座基礎コース」研修講師「健康

相談」２００７年６月２３日，札幌市立大学．

７）佐久間えりか：保健福祉事所保健師の活動強化に関

する研修会講師「質的研究について」（２００７年７月１２

日 かでる２７）「力量をアップするために」（２００８年３

月４日 かでる２７）および研究指導．

８）笹木弘美：静療院看護部看護研究講師，２００８．

９）笹木弘美：千歳市民病院看護部看護研究講

師，２００８．

１０）笹木弘美：独立行政法人国立病院機構 北海道看護

研究学会 論文指導，２００８．

１１）吉野賀寿美：NPO法人こころ理事兼相談員

１２）吉野賀寿美：静療院看護部看護研究講師，２００８．

１３）吉野賀寿美：千歳市民病院看護部看護研究講

師，２００８．

１４）近田真美子：NPO法人こころ理事兼相談員

１５）近田真美子：静療院看護部看護研究講師，２００８．

１６）近田真美子：独立行政法人国立病院機構 北海道看

護研究学会 論文指導，２００８．

（地域看護学）

� 論 文

１）工藤禎子：都市部に引越した要支援・要介護高齢者

の生活変化と心身の状態，老年社会科学，２９

（４），５５３‐５６０，２００８．
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� その他論文

１）桑原ゆみ：トランスセオレティカル・モデルを適用

した地域住民の運動と栄養に関する行動変容を促す

保健指導内容の文献検討，北海道医療大学看護福祉

学部紀要，１４，６５‐７４，２００７，１２．

� 学会発表

１）桑原ゆみ：健診受診者における身体活動の変化ステ

ージとトランスセオレティカルモデルの検討，第６６

回日本公衆衛生学会総会，愛媛，日本公衆衛生雑

誌，５４（１０），２７１，２００７，１０．

２）桑原ゆみ：生活習慣病予防を目的とした３ヶ月の個

別的運動・栄養保健指導による短期的効果の検討，

第１３回日本糖尿病教育・看護学会，石川，日本糖尿

病教育・看護学会誌，１２（特別号），１３２，２００８，９．

３）明野聖子，澤田あずさ，工藤禎子，竹生礼子：１歳

６ヵ月児の母親の育児幸福感と母親からみた父親の

サポート，北海道医療大学看護福祉学部学

会，２００８，９．

� 社会的活動

１）工藤禎子：当別町地域包括支援センター運営協議会

委員，平成１９年度～現在

２）工藤禎子：江別市福祉審議会委員，平成１８年度～現

在

３）工藤禎子：北海道社会福祉施設整備選定に関する有

識者会議委員，平成２０年１月～．

４）工藤禎子：北海道看護協会研修講師，看護研究－調

査研究について－，２００８．７．１

５）桑原ゆみ：平成２０年度滝川市立病院看護部「看護研

究研修」講師，滝川市，２００８，８‐９．

６）桑原ゆみ：当別町健康づくり行動計画推進協議会委

員，当別町，２００６，２～現在．

７）桑原ゆみ：当別町国民健康保険運営協議会委員，当

別町，２００６，１０～現在．

８）竹生礼子：北海道リハビリテーション看護研究会主

催，「施設から地域につなげる看護の役割―在宅へ

向けるアセスメント」講師，２００７．１１．２３．

９）竹生礼子：札幌医科大学付属病院看護部主催，特別

講演会「退院調整における看護の役割」講師，

２００８．１．９．

１０）竹生礼子：当別町第４期高齢者保健福祉計画・介護

保険事業計画策定委員会委員，２００８．７．１～

２００９．３．３１

１１）竹生礼子：平成１９年度現代的教育ニーズ取組支援プ

ログラム「双方向型医療コミュニケーション教育の

展開」メディカルカフェゲスト，テーマ「いい死の

迎え方 いい生き方―個人に合わせた終末期ケ

ア」，２００８．９．２０．

１２）竹生礼子：札幌ホスピス緩和ケアネットワークコン

サルテーション事業，札幌西部会学習会，

２００８．８．５．

母子看護学講座

（母性看護学）

� 論 文

１）Izumi Saito, Michiko Ito, Kimie Endo：Midwifery and

nursing support in labor and delivery. Journal of Mater-

nal−Fetal& Neonatal Medicine, VOL２１，８１‐８２，２００８．

� その他の論文

１）齋藤いずみ，伊藤道子，遠藤紀美恵，坂梨 薫，成

田 伸：分娩時の安全と質保証を基盤とした看護人

員配置に関する看護経済学的検証，日本学術振興会

平成１８－１９年度科学研究費補助金（基盤研究

（C））研究成果報告書，１‐８１，２００８，５月．

２）遠藤紀美恵，齊藤直美，江崎絹枝，嶌田美穂子，江

口隆子：北海道内の専門学校教員の実態と看護教育

活動への要望と意識調査，北海道看護教育研究会会

報，№３５，２７‐３５，２００７，１２月．

�学会発表
１）齋藤いずみ，伊藤道子，遠藤紀美恵：分娩第１期か

ら４期における看護行為と看護時間の分析，北海道

医療大学看護福祉学第４回学術大会，２００７年９月，

札幌．

２）齋藤いずみ，則松広美：産科医療の集約化を安全に

実施するための基礎分析と看護職員配置－北海道に

おける事例，第４５回日本病院管理学会，２００７年１０

月．

３）齋藤いずみ，遠藤紀美恵，伊藤道子，西 基，坂

梨薫，成田 伸：曜日と時刻を主たる指標とした施

設別分娩特性と根拠に基づいた「安全と質」保証，

第４８回日本母性衛生学会，２００７年１０月，つくば．

４）竹田礼子，齋藤いずみ，西 基：非妊娠時BMI別

に見た分娩後１ヶ月健康診査時の母親の体重変化，

第４８回日本母性衛生学会，２００７年１０月，つくば．

５）林佳子，齋藤いずみ，西 基：経膣分娩における

会陰損傷の発生－会陰切開率の変化した年度間の比

較検討，第４８回日本母性衛生学会，２００７年１０月，つ

くば．

６）I.Saito, M.Ito, K.Endo : Midwifery and nursing support

北海道医療大学看護福祉学部紀要 No.１５ ２００８年

―７４―

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／医療大学看護福祉学部紀要／第１５号／本文／０６５～０７８　研究業績リスト  2008.12.05 10.11.20  Page 74 



in labor and delivery. 21th European Congress of Peri-

natal Medicine, September 2008, Turkey Istanbul.

７）瀧真弓，水上尚典，齋藤いずみ，西 基：多胎妊

婦における妊娠中の体重変化，第４８回日本母性衛生

学会，２００７年１０月，つくば．

８）島谷友佳子，居島美穂，菊地静子，齋藤いずみ，遠

藤紀美恵，伊藤道子：分娩データの分析結果からみ

ちびく助産師外来における検討事項，第３７回北海道

母性衛生学会，２００７年１０月，札幌．

９）遠藤紀美恵，齋藤いずみ，伊藤道子，島谷友佳子，

居島美穂：分娩の安全性に関する考察－病棟構成・

看護体制・分娩数の異なる病院間での比較－，第３７

回北海道母性衛生学会，２００７年１０月，札幌．

１０）市川正人，齋藤いずみ，西 基：北海道における

生後１ヶ月児を持つ母親の乳幼児突然死症候群に対

する知識の現状，第１７回日本新生児看護学会，２００７

年１１月．

１１）遠藤紀美恵，齊藤直美，江崎絹枝，嶌田美穂子，江

口隆子：北海道内の専門学校教員の実態と看護教育

活動への要望と意識調査，北海道看護教育研究会

研究会，２００８年４月，札幌．

１２）齋藤いずみ，伊藤道子，遠藤紀美恵，成田 伸，坂

梨薫，水流聡子：分娩情報を効率的に把握するため

の「分娩情報シートの開発」，第９回日本医療情報

学会看護学術大会，２００８年７月，東京．

１３）齋藤いずみ，伊藤道子，遠藤紀美恵：北海道内の施

設における分娩基礎データと「出産体験の自己評

価」の関連，第５回北海道医療大学看護福祉学部学

会学術大会，２００８年９月．

１４）佐藤陽子，齋藤いずみ：周産期医療の集約化により

分娩数が増加した施設における１年間の分娩の傾

向，第５回北海道医療大学看護福祉学部学会学術大

会，２００８年９月．

� 講 演

１）齋藤いずみ：賢い看護師の活用 認定看護師と専門

看護師，札幌北法人会，２００８年６月．

� 社会活動

１）齋藤いずみ：第３７回北海道母性衛生学会 座長

２００７年１０月．

２）齋藤いずみ：第４８回日本母性衛生学会 座長 ２００７

年１０月．

３）齋藤いずみ：看護研究発表会講評，釧路労災病院看

護部看護研究指導，２００８年１月．

４）齋藤いずみ：自分の性に向き合おう，札幌丘珠高校

講義，２００８年８月．

５）齋藤いずみ：日本看護系大学協議会専門看護師教育

課程委員．

６）齋藤いずみ：北海道庁総合医療協議会地域医療対策

看護対策委員．

７）齋藤いずみ：北海道保健福祉部保健医療局医療政策

課，北海道専門分野看護師育成検討会委員（がん・

糖尿病）．

８）齋藤いずみ：厚生労働省．厚生労働科学研究．分娩

拠点病院の創設と産科２次医療圏の設定による産科

医師集中化モデル事業．「助産師活用」研究班WGⅠ

ワーキンググループリーダー．

９）遠藤紀美恵：第１回オープンカレッジin北海道医療

大学「おいしく食べて元気な体になろう」

２００８．５．２５ 北海道医療大学．

１０）槌谷亜希子：平成１９年度札幌大谷中学校「性教育」

講師，札幌，２００７，１０月．

１１）槌谷亜希子：平成１９年度札幌大谷高等学校「性教

育」講師，札幌，２００７，１２月．

（小児看護学）

� 著 書

１）三国久美：１章子どもと環境，濱田裕子・幸松美智

子編：場面で学ぶ小児看護学，メディカ出版，１０‐

２５，２００８，４．

２）三国久美：地域で子育てをしている母親の思い，廣

瀬たい子編：看護のための乳幼児精神保健入門，金

剛出版，３１‐３９，２００８，５．

� 論 文

１）T. Hirose, T. Teramoto, S. Saitoh, I. Takahashi, M.

Hiramatsu, M. Okamitsu, M. Sonobe, K. Mikuni, T.

Omori, S. Shirakawa : Preliminary early intervention

study using Nursing Child Assessment Teaching Scale

in Japan,Pediatric International, 49, 950−958, 2007.

２）木浪智佳子，萬美奈子，三国久美：子どもの体格と

子どもの生活習慣や体型に関する親の認識との関

連，北海道医療大学看護福祉学部学会誌，４

（１），２９‐３４，２００８．

� 学会発表

１）三国久美：第一子を持つ専業主婦の母親の育児にお

けるストレスフルな状況，第１回乳幼児保健学

会，２００７，１１．

２）川崎裕美，三国久美：幼児の食における意識と行動

に関する研究，第１回乳幼児保健学会，２００７，１１．

３）Kusanagi, M., Hirose, T., Mikuni, K. : A Study of Par-

enting Support for Premature Infants and their Mothers,
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The11th World Congress of the World Association for

Infant Mental Health, Yokohama, 2008, 7.

４）河野總子，木浪智佳子，松原美智子，原 等子，鹿

内あずさ：看護師集団におけるキャリア・アンカー

－E.H．シャインの理論モデルを用いて－，第４５回

日本病院管理学会学術集会，２００７，１０．

５）萬美奈子，木浪智佳子，三国久美：未就学児の肥満

を予防するための保健教育に関する保護者のニー

ズ，第５５回小児保健学会，２００８，９．

� 社会活動

１）三国久美：江別市立病院「看護研究実践コース研

修」講師，２００７，１０～２００８，９．

２）三国久美，木浪智佳子：北海道社会保険病院「看護

係長研修」講師，２００８，４～２００８，９．

成人看護学講座

教 授：野川 道子

講 師：唐津 ふさ，佐々木栄子，舘山 光子，

西村 歌織

助 教：涌井 知子，二本�玲子，堀籠はるえ

� 論 文

１）佐々木栄子，西村歌織，唐津ふさ，野川道子：パー

キンソン病患者の療養生活の受けとめと症状・日常

生活動作との関連，北海道医療大学看護福祉学部学

会誌，４（１），３５‐４１，２００８．

２）西村歌織，唐津ふさ，佐々木栄子，野川道子：神経

難病患者の療養生活の受けとめ尺度の開発，北海道

医療大学看護福祉学部紀要，１４，３７‐４８，２００７．

３）堀籠はるえ：高齢者の性の実態と社会活動との関

連，北海道医療大学看護福祉学研究科修士論

文，２００８

� その他の論文

１）野川道子：障害受容・病気認識のニューパラダイム

①，障害受容・病気認識の新しい見方，看護技

術，５４（８），７５‐８０，２００８．

２）野川道子，佐々木栄子：障害受容・病気認識のニュ

ーパラダイム③，Charmazの慢性病と自己に関する

理論，看護技術，５４（１０），７６‐８０，２００８．

３）唐津ふさ，佐々木栄子，舘山光子，西村歌織，涌井

知子，大西奈穂，野川道子：新カリキュラムに生か

す演習＆実習 看護チームの一員として複数患者を

受け持つ実習，看護展望，３３（３），７５‐８０，２００８．

４）唐津ふさ，野川道子：「Yoshidaの振り子理論」と

「 Patersonの視点変化モデル」，看護技術，５４

（９），７４‐７８，２００８．

５）佐々木栄子：パーキンソン病患者が肯定的自己概念

を維持するための援助プログラムの構築，平成１７～

１９年度科学研究費補助金（基盤研究C）研究成果報

告書，２００８．３．

６）舘山光子，野川道子：障害受容・病気認識のニュー

パラダイム④，「Selderのライフ・トランジッショ

ン理論」と「Kendall & Buysの適応の統合モデ

ル」，看護技術，５４（１１），７６‐８０，２００８．

� 学会発表

１）佐々木栄子，涌井知子，本吉美也子，有馬祐子，野

川道子：パーキンソン病患者の肯定的自己概念を支

える支援プログラムの構築，第１３回日本難病看護学

会学術集会，２００８．８．

２）佐々木栄子，涌井知子，本吉美也子，有馬祐子，野

川道子：パーキンソン病患者の肯定的自己概念を支

える支援プログラムの評価，第１３回日本難病看護学

会学術集会，２００８．８．

３）涌井知子：植込み型除細動器（ICD）患者の抱く心

理・社会的苦痛－インタビュー調査より－北海道医

療大学学部学会，２００８．９．

４）二本�玲子：血液透析を受ける女性の体験の一考察
～関連性評定質的分析（KH法）を用いて～，第１８

回日本看護研究学会 北海道地方会学術集会，札

幌，２００８．６．

� 社会活動

１）野川道子：第２回日本慢性看護学会学術集会 シン

ポジウム「共にあり共に変わる」の座長，２００８．６．

２）野川道子：平成２０年度看護教員養成講習会，看護理

論（慢性病），講義，２００８．９．

３）野川道子：江別市立病院「看護研究実践コース研

修」講師，２００７，１０～２００８，９，

４）唐津ふさ：平成２０年度手稲渓仁会病院看護部「臨床

実習指導者講習会」講師，２００８．８．

５）唐津ふさ，舘山光子：平成１９年度手稲渓仁会病院看

護部「看護研究」講師，２００７．１０～２００８．５．

６）唐津ふさ，舘山光子：北海道主催平成２０年度看護教

員養成講習会「研究方法演習」講師，２００８．７～８．

７）唐津ふさ：北海道主催平成２０年度保健師助産師看護

師等実習指導者講習会「看護教育課程（成人看護

学）」講師，２００８．９．

８）佐々木栄子：札幌厚生病院「平成２０年度臨床指導者

研修」講師，２００８．５．
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９）佐々木栄子：国立病院機構札幌南病院「平成２０年度

看護研究研修会」講師，２００８．５．

１０）舘山光子：平成２０年度北海道看護協会学会委員．

１１）西村歌織：がんサバイバー支援・啓発チャリティイ

ベント「リレー・フォー・ライフ北海道」実行委

員．

１２）二本�玲子：関連性評定質的分析研究会 第一回講

習会 幹事，２００８，８～

１３）二本�玲子：メディカル・ダンスムーブメント・セ
ラピー研究会 幹事，２００８，９～

１４）堀籠はるえ：「認知症フレンドシップクラブ」DFサ

ポーター．

１５）堀籠はるえ：健康生きがいつくりアドバイザー．

１６）堀籠はるえ：平成１９年度美唄市市民講座「認知症っ

てなぁに？」講師，２００７．１０．

臨床看護学講座

准教授：川村三希子，塚本 容子

講 師：高橋 久江，石岡 朋子

助 教：北村美奈子

� 論 文

１）川村三希子：再発後を生きる乳がん患者の生活と体

験，北海道医療大学看護福祉学研究科博士論

文，２００７．

� その他の論文

１）川村三希子，小島悦子：緩和ケア移行期に有益な情

報ニーズの検討．平成１９年度笹川医学医療研究助成

報告書，２００７．

２）川村三希子：エンド・オブ・ライフケアにおける

Good Deathの検討．平成１９年度科学研究費助成金

（スタートアップ）研究成果報告書，２００７．

３）塚本容子：HIV患者のアドヒアランスの現状と教育

的介入の効果，平成１９年～平成２０年科学研究費補助

金若手研究（S）研究成果報告書，２００８年３月．

４）塚本容子：緩和ケア病棟におけるAIDS患者の受け

入れのための教育プログラムの開発とその評価，平

成１９年度笹川医学医療研究財団研究報告書，２００８年

３月．

５）塚本容子：感染管理認定看護師，月刊ナーシング，

２８（５），５２‐５５，２００８年４月．

６）塚本容子：感染症看護専門看護師，月刊ナーシン

グ，２８（５），１６４‐１６７，２００８年４月．

� 学会発表

１）川村三希子：再発乳がん患者が抱える特徴的な問題

～ウエブログ・闘病記・インタビューからの分析．

日本緩和医療学会，７月，静岡．

２）塚本容子：米国ヘルスケアにおけるPay for Perform-

ance実際，医療の質・安全学会第２回学術集

会，２００７．

３）山口 道代，土佐 理恵子，塚本 容子：VAP（人

工呼吸器関連肺炎）予防のために：わが国でのBun-

dle導入へ向けて，第２３回日本環境感染学会，２００８．

４）Yoko Tsukamoto : Hospice / Palliative care for HIV /

AIDS patients in Japan − Current situation and future

needs, XVII International AIDS Conference, 2008.

５）高橋久江，立崎恵美子：高齢者の排尿障害を改善す

るための取り組み―排尿日誌の活用から―，日本老

年泌尿器科学会，２００８．５．２４．

６）北村美奈子：造血細胞移植後患者の経過の過程にお

けるQOL，日本造血細胞移植学会２００８．２．２８．

７）北村美奈子，國分裕子他：移植後患者のQOL調査

から性を考える（札幌北楡病院造血細胞移植センタ

ー），日本造血細胞移植学会，２００８．２．２８．

� 講 演

１）地域連携について．日本ホスピス緩和ケア協会教育

セミナー．１０月，札幌．

２）患者を痛みから解放するということ～看護師の役割

と責任～．十勝がん看護研究会．２月，帯広．

３）ホスピス・緩和ケアと音楽療法，音楽療法基礎講座

２月，札幌．

４）がん看護に関わる看護師のサポート～Kanwa−n−net

の活動と地域へのアウトリーチプログラムの活動か

ら～．看護研究学会北海道地方会学術集会，シンポ

ジスト．６月，札幌．

５）がん医療チームにおける看護師の役割とスペシャリ

ストの育成，日本臨床薬学会 シンポジスト．９

月，札幌．

６）塚本容子：北海道感染管理セミナー，職員の感染管

理行動を向上するために：行動学的アプローチを使

って，２００７年１０月．

７）塚本容子：札幌医科大学大学院修了生，研究支援ネ

ットワーク事務局，概念分析の手法と実際，２００７年

１１月．

８）塚本容子：東京医療保健大学大学院 医療保健学研

究科 感染制御看護学特論講義 ２００８年１月．

９）塚本容子：HAICS主催 感染管理認定看護師のため

のキャリアアップディベロップメント講座：感染看

護－HIV/AIDS患者の看護と感染管理，２００８年１
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月．

１０）塚本容子：第１０回札幌感染管理研究会 医療安全と

感染管理－アメリカの感染管理の最新情報，２００８年

２月．

１１）塚本容子：東京感染対策ナイトセミナー 職員の感

染管理における予防行動を向上するために：社会認

識モデルを用いて，２００８年４月．

１２）塚本容子：３M主催 APICトピックセミナー：人

工呼吸器感染予防について，２００８年８月．

１３）塚本容子：北海道看護協会北空知支部研修会，患者

安全と感染管理，２００８年９月．

１４）塚本容子：ACTION WORKSHOP（AIDS予防財

団），看護倫理ワークショップ，２００８年９月．

１５）高橋久江：小樽掖済会病院看護部研修会：看護課程

と看護診断，２００８．８～１１

� 社会活動

１）平成２０年度厚生労働科学研究費補助金 第３次対が

ん総合戦略研究事業：

がん対策のための戦略研究：がん対策のための戦略

研究臨床教育プログラム委員．

２）日本緩和医療学会 疼痛ガイドライン作成委員．

３）平成２０年度 北海道専門分野（がん・糖尿病）看護

師育成検討会委員．

４）平成２０年度 北海道がん対策推進協議会委員．

５）日本ホスピス緩和ケア協会教育セミナー．ファシリ

テーター．１０月１３，１４日 札幌．

６）平成２０年度 北海道看護研究学会座長．４月 札

幌．

７）当別町民生児童委員協議会研修会．ホスピスについ

て．５月１５日 当別町．

８）平成２０年度がんプロフェッショナル養成プランがん

看護（緩和ケア）インテンシブコース責任者．

９）がん患者の口腔ケア．平成２０年度がんプロフェッシ

ョナル養成プラン，がん看護インテンシブコース座

長．

１０）事例から学ぶスピリチュアルケア．平成２０年度がん

プロフェッショナル養成プラン，がん看護インテン

シブコース座長 ８月２日．

１１）札幌ホスピス緩和ケアネットワーク．ナースコンサ

ルテーション事業．かようワークショップ「こんな

時どうする～家族編」．８月５日．

１２）塚本容子：北国の教壇から， INFECTION CON-

TORL（雑誌）２００８年１月から３月．

１３）Yoko Tsukamoto : Educational Seminar Modulator,

Harm reduction and adherence, XVII International

AIDS Conference, 2008.
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